
戦略研究に対する今後の対応  

1． 戦略研究   

戦略研究とは   

あらかじめ行政ニーズに基づき設定した研究課題について、成果目  
標とプロトコール骨子を事前に設定した大型の臨j未研究  

戟略研究が目指すアウトカム研究  

これまでの経緯と研究テーマ  
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「戦略的アウトカム研究策定に関する研究」班  

。戦略研究インフラ。モニタリンク・評価の検討  

糖尿網・自殺研．17－21年）  

がん。エイズ（H．用－22年）  
豆垂醐肇皿慧薫麹  

腎疾患・慮鷺翳（H．柑～28年）   



2．検討課題   

○ 間接経費の確保   

○ 研究運営体制の効率化   

○ 研究スキームの見直し   

○ 研究者選定の見直し   

3．戦略研究企画・調査専門委鼻会の設置   
○ 平成19年度より厚生科学課に、戦略研究企画・調査専門委員会を設置する。  

戦田各研究企画・調査専Pヨ委員会の投書叫・機肯巨  

各戟略研究課題l二つしヽて、定期的な進捗管理lこイ系  
モニタリニノグ機台巨  るモニタリング及び必要な支援を実施する。（初年度  

5回、；欠年度以β奪3［司程度）   

中間言平イ面   
開女台後3年目l二当たる戦略研究Iニつしヽて、中間言平イ面  
を実施する。   

事後言平イ面   終了した戦略研究l二つしヽて、事後言平イ面を実施する○   

プロトコール骨子の  科学技彿テ部会で承言忍された研究課題lこつしヽて、当   
イ乍成   該領域の専P【】家等のヒアリニノグを踏まえ、政課目∃標  

lこ照らしてプロトコール骨子を作成する。   

戦略研究企画一調査委員会の位置づIナ  

○   



3回草柵会 資料1－4   

平成19年5月29日  

早急に取りまとめるべき厚生労働科学研究のあり方について  

（第37回厚生科学審議会科学技術部会における議論概要）  

1研究事業枠組みの整理・再構築  

〔事鱒局悦明〕  

・総合科学技術会議の場で研究事業ごとに異なる担当課が個別に説明をしたため「細切れでは   

ないか」との印象を与えてしまった。  

・今後は17事業を3つの研究分野に大別し、その分類ごとに説明するなど、プレゼンテーション   

の工夫により細切れの印象を払拭したい。  

〔委員意見】  

・単に説明事項を整理するだけでなく、各部局の連携を強化し相互調整するなど、組織な対応を   

検討すべきである。  

・学術的・専門的な面だけでなく行政的な評価にも配慮するよう提言した方がよい。  

2 補助金執行業務の一層の早期化  

〔事務局説明〕   

これまでの早期執行の取組により、9月以降の交付決定通知済み件数の割合が、平成17年度   

から大幅に改善した。  

・いくつかの研究事業について研究費の交付事務をナショナルセンターや国立試験研究機関に   

移行（FA化）したことにより、早期執行において顕著な改善がみられた。  

・平成19年度についても3事業を新たにナショナルセンター等に移管する予定であり、さらなる交   

付早期化を図る。  

31間接経費の拡充  

〔事務局脱明〕  

・間接経費の拡充を求められているところであるが、全ての研究機関に30％の間接経責を充当   

する場合、あと64億円必要（平成17年度ベース）となり、直接研究責に影響を及ぼすことが懸   

念される。  

〔委員意見〕  

・国立大学の法人化に伴い実際に純研究費が減額したという事実がある。このようなことが起こ   

らないよう、間接経真の拡充に際しては、直接研究責に影響を及ぼさないように別枠での予算   

獲得に努めるべき。  

4 研究費不正防止  

〔事務局悦明】  

・昨年8月に総合科学技術会議が示した共通指針に対応し、厚生労働省としても不正防止策を   

取りまとめることとしている。  

・現在、捜査当局において取調べが行われている事案があるので、その結果も踏まえた、総合的   

な不正防止対策を検討したい。  

①   




